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1．は じめ に

　日本建 築学会 に お け る鉄筋 コ ン ク リ
ー ト部材 の 剪断設計法 を、現行 の 実験式 に 基 づ く実

用設計法か ら、理論式に 基づ く剪断設計法に 移行 さ せ よ うとす る機運が 1980年代頃
1 ）

よ り

高 ま り、 最近 こ れ が熟 しよ うとして い る
t ⊃

。 こ の 場合 の 剪断抵抗 は、ア ーチ 機構 に よ る剪

断耐力 と ト ラ ス 機構に よ る剪断耐力 と の和 に よ っ て 表わ され て い るが 、 提案 され た設計式

に は軸方向力の 影響が含まれ て い な い
3 ）

。

　本論文は 、 らせ ん鉄筋 で 補強 され た正八 角形断面柱の 剪断抵抗性状 le及 ぼす 、 剪断 ス パ

ン 比や コ ン ク リー ト強度 、 並 び に 、 軸圧 の 大小や らせ ん鉄筋間隔の 影響 を繰返 し加力実験

に よ っ て 検討 し、 上記提案に よ る設計式計算値 と本実験値 とを比 較する と同時 に 、 既往 の

剪断実験資料を 含め て 提案式 の適合性を検討す る こ とを 目的 とす る 。

2 ．実験概要

　 2．1 試験体

　図一 B こ示 すよ うに、 1 の 字形の 梁付 き柱模型 14体 よ りな る。柱断面 は 、一辺が 11．4c皿

（柱見掛 け幅 27．5c” ）の 正八 角形と し、 そ の 断面内に は D16 の 軸方 向鉄筋 を円形に配置 （

鉄筋比 は p ．
＝3．81％） し、6φの らせ ん鉄 筋に よ っ て剪断補強を行 っ た 。 試験体の 種類は

表
一 1 に 示す よ う に 、 らせ ん鉄筋間隔 3種 、

コ ン ク リ
ー ト強度 Fc　3種 、 柱 の 内法高 さho3

種 、 軸圧 σ 。 3種 と し、らせ ん 筋間隔35■n の 2体 とhoが 120cmの 2体以外の 柱 10体に っ い

て は、正方形断面柱に 換算 して 求ま る強度値 を基 に
、 剪断で 破壊す る様 1こ計画 した 。

　2・2　使用材料の 性質 と試験 体の製作　　　　　　　　表一 1　試験体 の 種類

　表 一2 に は使用材料 の 性質を 示 した 。

　試験体 の 製作 に は 、
メ タ ル フ ォ

ーム を用 い

らせ ん鉄筋 の 8
　 　 　 　 　 　 頃
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図一 1　 試験体の 詳細
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表 一2　 使用材料の 性質

種 別 断 面 積 σ
y ％ 伸 び率 ヤ ン グ 率 と用 途

（cu2 ） （k呂1。め （k8’c囗2 〕 α ） （xlo5k
巴’己颶

2
）

6φ 0．2773890 典 589012 ．72 ．12 らせ ん 筋

鍾 D100 ．7133890554025 ．5 一
あば ら筋

掻 D161 ．9863700546026 ．6L83 柱 主 筋
Dl92 ．8653610537024 ．8 梁 主 筋

亠

1 海 砂 2 ．5 皿 以 下 ，比 重 2 ・62 。川 砂 10

訃
mm 以 下 ， 比 重 2・69。ス ラ ン ブ 180叫

へ

丶

n

W／ C＝ 0 ．72 （Fo ＝ 200），1
W ／ C ＝ 0 ．59 （Fo ；

W／ C＝ 0．46（Fo ＝

300 ），1400
）．1

： 2．73 ： 4．11
： 2 ，15 ： 3．23
： 1．19 ： 2 ．54

t 残 留 歪 0．2 ％ の 時 の 値
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て 平打ち込 み と し 、 打設 3 日目に 脱型 して 所

要強度の 約65％ を発揮す る ま で ビ ニ ール シー

トで 密封養生 を行 い （強度試験用供試体 も同
一養生） 、 以後実験室 内に放置 して 、 材令35
〜42日 で 試験を行 っ た 。

　 2．3 加力装置

　図一2 に示す よ う に 、 L 型 フ レ ーム を介 し

て 柱 le水平力 （  号機 leよ る ） と軸力 （  号

機 に よ る）とを加え る 。 ア ク チ ュ エ ー
タ  は

L 型 フ レ
ーム の 回転制御用で あ る 。 柱 に作用

す る剪断力 に は 、   と  ア クチ ュ エ
ー

タ の 角

度変化に よ る影響を考慮 した 。 尚、 L 型 フ レ　単 位 （  ）
一ム の ■ 印 3 ヵ所に は 、 作用水平力の 直交方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図

一 2　加力装 置
向に 捩れ防止用 の 振れ止 め を設け た

。

　 2．4 繰返 し方法 と計測方法

　全試験体 と も 、 正負繰返 し時 の 変位 が 2mm毎 の 漸増に よ る繰返 しを原則 と した が
、 柱の

内法高 き が 90cmの 柱で は 9サ イ ク ル 目以後は 3m晦 の 漸増に 、 120cmの 柱 で は 13サ イ ク ル 目

以後 を 4mm毎 の 漸増 に変更 した 。 柱に 作用す る水平力や 軸方向力の 検出に は 、 それ ぞ れ の

装置に 内蔵 され た ロ ー ドセ ル を用 い た 。柱の 水平変位 の 計測に は 、 上下 の 梁材軸中心線位

置 の両側面 に 固定 した 4 個の 差動 トラ ン ス を用 い た 。又、図一 1 の O 印位置の 鉄筋表面 に

は 、 検長 2　ee の ワ イ ヤ ス ト レ イ ン ゲージ を貼付 し 、 そ の 歪度を計測 した 。 こ れ ら の 計測値

は 、
パ ー

ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー

タを通 じて フ ロ ッ ピー
デ ィ ス ク に記録 した 。

3 ．実験結 果

　 3．1　破壊 に至 る経過

　加 力後間 もな く 、 柱上 下端 と梁 面と の 付け根部分 に 曲げひ び割れ が最初 に発生す る 。 そ

の 後 、柱上下端部 よ り見掛 け上 の 柱せ い D と そ の約 1／2の 範囲内に も曲げ ひ び割 れ が 1〜2

本発生 し、曲げ剪断ひ び割れ状へ と進展す る が
、 同時に こ の 範囲に 剪断 ひ び割れ も発生す

る 。 更 に繰返 し回数が増加する と 、 柱上下 の 隅部分 を結ぶ 対角線方 向の斜め ひ び割れ が 柱

全長 1こ わ た り数多 く発生す るが 、 No．16， 20， 21及 び 26の 4体以外の 柱 は 、 斜 め ひび割れ幅の

拡大 と開 口を伴 っ て最大荷重 に達 した 。 そ の 後の 繰返 し に よ っ て 斜 め ひ び割れ は 図一 3 に

示すよ うな主筋沿い の ひ び割れ 状に 連続 し、 図一4 に 示すよ うに保持力が急激 に 低下 した 。

しか し、上記 4 本の 柱で は 、 斜 め ひ び割れ幅が拡大 ・ 開 口す る こ とな く 、 柱上下端部の コ

ン ク リ
ー トの 圧潰に よ っ て 最大荷重 を示 し、以後 の 繰返 しに 対 して も保持力は急激 に 低下

す る こ とな く、 極め て 良好な靱性を示 した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 No ．15 　　　　　　　 No ．19　　　　　　 No ．25
　3．2 鉄筋の 歪度　　　　　　　　　　　　　（σ。

＝ O）　　　 （σ。
＝35）　　 （σ广 70）

　 曲げ破壊を生 じた 4体は 、 最大荷重 に 至る

ま で の 間 に 、柱頭 ・ 柱脚部 の 梁面位置に お け

る主筋 は総 て 降伏 した 。 こ れ に 対 し、剪断破

壊を生 じた柱 で は 、 No．　17，18，19，22及 び24の

5体 の 主筋 は 最終時ま で 降伏 しな か っ た が 、

他 の 5体 の 柱 で は 、 最大荷重時前篌に 1〜2
段 目の 主筋が降伏に至 っ た 。

一
方 、 らせ ん 鉄

筋 に つ い て は 、 剪断破壊 を生 じた 総て の 柱が

最大荷重 に 至 る直前で降伏 に達 した 。
図一3　 破壊状況
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q
（t）

168

0

　 　 　 　 　 　 　 　 q
　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 （t）
　　　　　　　　　図一 4　 荷重 一変位曲線
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 16 　

　 3。3　荷重
一

変位曲線

　図 一5 に は 、 荷重 と変位包絡線 （正負平均値）を比 較 した 。 　
8

　 （a）図の よ うに 、 コ ン ク リー ト強度 の 増大 に 伴 っ て 剪断耐力　 o
は大き くな るが 、 らせ ん鉄筋 量や軸圧 が一定 で あれ ば、耐力時　Q

の 変位や耐力以後 における保 持力の低下率は ほ ぼ
一定 で あ る 。 　（t）

　 （b）図に示 した よ うに 、 らせん 鉄筋間隔を密にす る ことに よ　16

っ て 、剪断耐力を高め 、曲げ破壊 に移行 させ る こ とが 出来 る。　 8

　 （c）図 に 示 した よ う に 、 hoが大 き い 場合 SCは剪断耐力 は低下

し、曲げ破壊形 に 移行 し易 くな る 。

　3．4　剪断 ひ び割れ 強度

　表一 3 に は 試験成績 の 一覧 を示 した。表中、剪断 ひ び割 れ荷

重は 、 観察に よ る荷重 と 、 ら せ ん 鉄筋の 歪度計測結果よ り推定

した荷重 と の 正 負平均値で あ る 。 又 、 本実験値を既往 の 計算式

に適用す る に 際 して は 、図一 6 に示す よ う に 、正八 角形断面柱

，

　　　　　　 盤

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 國
の 断面積や主 筋及 び らせ ん鉄筋の サ イ ズ 、 本数 、 断面積が それ ↓＿ZZ．，S＿；dl＝ 20

そ れ等 しい 正方形断面 の柱 に 置換 した 値を採用 した ・　　　　　　 図 一6　置換断面

　図一7 に は 、 剪断 ひ び割れ 発生 時の 剪断力

実験値 tQscと軸圧係数 rp　 e （＝・σ 。／ Fc） の 関

係 を示 した 。 図中に は 、 京都大学 の 提案
’ ，

に

よ る （1）式の 計算値を破線で 併記 した 。

　図示 の よ う に 、 軸圧 の 増加に伴 っ て 実験値

は ほ ぼ直線 的に増大 し、Feや Pwが変化 して も

こ の 増大傾 向に は変 りな く 、 　（D 式計算値 の

傾向 と ほ ぼ類似 して い る 。

　今、Ae ： 有効引張鉄筋断面積、　 m ： 引張鉄

筋本数 、 Ft ： コ ン ク リー ト引張強度 、
　 n ： ヤ

ン グ係数比、Ast ： 引張鉄筋 の 断面積、　 j−・7d

／ 8， Q・＝M・／ a ，
　 Mo　＝＝σ oleq ／ （d − 0。5D ）

σ o
＝N／Aeq，

とす る と、 （1）式 は次式で 表わ され る
4 ）。

　　　 mvQsc ＝　（9．11十 〇．0716Ae／ 皿）・Ft・b 十

tQ

（t

1

0　　　10　　20　　30　　40
　 　　 　 　 　 　　 δ（mm ）

図一5　 変位包絡線

　　　　　 d＝

幽

○｛ 聾
　 　 　 　 　 d2 ＝ 　 ．　 単 位

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （cm ）

　　　　　　　　　　　　　 、　 　　 　 図 一7
1eq＝ （bD3／ 12） 十 2 （n − 0．5D ）

2 ・
（n − 1）・Ast，

　 Aeq＝bD十 2 （n − 1）・Ast

　　 　 　 　 　ne＝σo ／Fc

tQscと軸圧係数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｛1− 　（d− O．5D）・n °Ast’j・leqト Qo・・…　’
（1）

　尚、 本 実験値に前報
5j の 実験値を含め

、 合計 28個の 資料の （1）式計算値に対す る比較を

行 っ た 結果、両者の 比 は 0．92〜 L28 の 範囲に あ り、平均 1．098，標準偏差 0．109、変動率 は

9．9％ とな っ て 、 比較的よ く一致す る傾 向を示 した 。

3．5 終局剪断強度
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 ）

日本建築学会 の RC耐震設計小委員会で は 、 部材の 剪断耐力 Quを次式で 表 して い る　。
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表一3　 試験成績
一

覧

柱 h。 軸 7一プ 蹄 Fc（Ft） no 剪断 ひ び 割 れ 時 剪断 磯 壊 時
破

の

Ho  

圧

σ o

＠

  （器） kg！ 
2 冨 σ o ！Fctqsc

　t

δ5C

 

  qsc
　　ttqsu　t

　　　　　　　q凵　 tQs凵δsu
  　　（琺 ）西訂 壕

15900750 ．293326 ｛32．4） 09 ．012 ．829 ．8517 ．8214 ．14　 15．830 ．99s
16900350 ．53231933 ．309 ．563 ．2210 ．1317 ．9ア

★ 14．02禽 （2．04 ｝τ．00F
17603575D 。29331928 。90 ．11014 ．581 ．2012 ．6724 ．556 ．05　 18．650 ．73S
189035 一 0317 （31．6） 0．11012 ．052 ．8012 ．2013 ．484 ．02　 12．200 ．60s
19903575O 。293318 （32．9） D．11012 ．002 ．8412 ．5518 ．699 ．64　 18．520 ．B3S
20903535O ．632299 （31。3） 0．11711 ，952 ．6212 ．0321 ．45曹 12．04賈 （1．77）O．96F
2122120go35357575O．2930293llllll

：黔
0．1130
，16710

．8911
。055

。632
．8211

．069
．6315

．ア3鳶

17．1020
．04★ （2．16）O．94

10．08　 15．500 。80Fs
23go35750 ．29343037 ．50 ．08113 ．342 ．9414 。0921 ．8412 ，0ア　 20．060 ．95S
246070750 ．29331725 ．8O ．22118 ．661 ．6015 ．4722 ．835 ．93　 21．460 ．59s
259070750 ．293303 （31．1｝ 0．23115 ．503 ．6314 ．5120 ．2510 ．11　 20．500 ．80s
26120 アo75O ．293315 （29．0） 0．22212 ．505 ．7912 ．6917 ．64 雪 20，17詈 （2．64）0．92F
279070750293193 （23．2｝ 0．36313 ．963 ．4411 。ア817 ．8310 ．07　 1ア．760 ．ア9S
28907075O ．293421 （38．0｝ 0．16617 ．413 ．6616 ．9023 ．6110 ．06　 22．880 ．88S

　　　S ： 剪 断 破 壌 ，F ： 曲 げ 圧 縮 破 壊 ，（ ） 内 は 塑 性 ＄ ，
　 t ： 曲 げ 破 壊 時 の 値

　　　cqfu 昌｛O．8iatσyD ＋O．5σ obD2 （1一τ10｝＋ 2at σyD〔dl／D−no−O．52atσylbDFc 》｝2！ho

　今、 トラ ス 機構 に よ る剪断耐力を Qut，ア ーチ機構 に よ る剪断耐力をQuaとす る と 、

　　　Qu＝Qut十 Qua　　　　　　
’°．°．…

　　
°・°°・，・9 ’・．聊・．°．．り，．・卩．°°陰■’°9 °9 鹽齢．・

　（2）

こ こ に 、Qut　・＝　cot 　th・Pwσ wy ・b・j　・・・…　（3）、　 Qua＝ α ・（1一β）・b・D ・P ・F　c 　・… ・・（4）

φ は ト ラ ス 機構 に お け る圧縮材 の 材軸 に対す る角度 、 Pwは剪断補 強筋比 （＝av ／bs ）、

σ 　vy は補強筋の降伏強度 、　 b ，　 D は 部材の 幅 とせ い 、　 j は主筋間距離、　 Fcは コ ン ク リー ト

の圧縮強度 、 V は コ ン ク リ
ー トの 有効圧縮強度係数で ある 。 又 、 ア ーチ 機構 に お ける コ ン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （

ク リ
ー ト圧 縮束 の 材軸に 対す る角度を θ、部材の

長 さ を L と して 、上式 中の 諸係数 を次 の よ う に与

え て い る 。

　 AL に よ る 　A に ‘ 、

　2α
＝tanθ＝》

厂
一
石匚7iヲy

−
『：F

−
r− L／D、　v ＝o。6，

　 β＝ （1＋ cott φ）・Pv’σ wy ／ ン Fe，
　 cot φ は 1〜

2の 値 で 次の 3っ の うち小 さ い 方の 値を採用す る 。

a）　　（vFc ／ Puσ wy ＞　
− 1，　b）　」／Dt　ane ，　c ）　20

　 B
幽

に よ る　 A に は （文献 6）参照） 、

　 2a ＝tanθ ＝　　　（2M／QD）t
十　1　− 　（2凹ノQD）　，

　 β
＝2Pvσ vy ／ り・Fc， 　り

＝ （2N／QD＋ 1）／ 4。

ただ し 、 り は 0．5〜1．O，　 cot φ＝1　とす る 。

　図一8 に は 、 補強筋柱 と無補強柱 と の 終局剪断

耐力実験値の 差を bj （j・7d／8）で 除 した値を図

示 した が 、 図中に は前報
5 ｝

の 資料を含め て プ ロ ッ

ト した 。 又 、 上記 B 法 に よ る ト ラ ス機構 の 剪断強

度 を併記 し た 。 図示 の よ うに 、実験値 は B 法計算

値 に 比較 的良 く
一

致 して い る の で 、 以 後は 、 主 と

して B 法計算値 に 対す る実験値 の 比較を行 う。

　 図一一　9は 、 剪断強度実験値 と Fcの 関係を示 した

もの で 、 図中に は B 法と文献4）の 計算値とを併記

した 。 何 れ の 場合に もFcの 増加 に 伴 っ て 剪断強度

は増大す るが 、 B 法 に よ る強度の 増分率は 、 実験

値 に対 して や や過大 で あ る 。
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ト ラ ス 機構 の 剪断強度

図一9
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　　　 Fc（kg／cm2 ）

剪断強度と Fc

一 580 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstrtute

　図一10teは、剪 tQs 　　　　　　　　　　　　　 tqs

断強度 と η 。 の 関 （t） （t）

係 を示 した 。 剪断

強度は軸圧の 増加　 2

翳罐蕊耄　
・・

の に伴 っ て そ の 増　 1

分 率渺 な くな ・ 　 、，

傾 同があ る。周知

讌 転崖驪 　　　 品 Fe
　

12

が 無視 され て い る　　　　　　　　剪断強度 と軸圧

た め に 、 実験値 の傾 向 とは異な り 、 特 に

Fcの 低 い 柱ほ ど実験値 と計算値 との 差 が

大 き い
・ 　 　 　 　 　 、轟

　図一11は、剪断強度 と柱内法高 さhoと
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

の 関係を示 した もの で 、 曲げ破壊 した柱

の 値を参考値と して併記 した 。 図示の よ

う に
、
hoの 増大 に 伴 っ て 剪断強度実験値

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

が減少す る傾向は、 B 法計算値 の 傾向 と　　 　

　 60　 　 　 　 　 90　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 120
　 　 　 　 　 　 　 he ＝L （CtU ）

図 一11 剪断強度 とho

類似 して い る 。 尚、曲げ破壊を生 じた柱 4体 に つ い て は 、 多段配筋柱 と した曲げ 強度計算

値 （表一3の 脚注参照）に ほぼ近似 して い る 。 又 、 破壊時 の塑性率は 1．8〜2．6で あ り 、 耐力

以後 の 塑性率 が 4．5に お い て も保持力は殆ん ど低下せ ず 、 極め て 良好な靱性を示 した。

　図
一12は、剪断強度実験値 の B 法計算値に 対す る比 を軸圧係数別 に 示 した もの で あ る 。

図示 の よ うに 、 軸圧 の 増大に伴 い 両者 の 比が上昇 して お り 、
こ の 影響 を考慮す る こ との 必

要性 を示唆 して い る 。

　 3．6 剪断強度 に 及ぼす軸圧の 影響

　図一8 に示 した よ う に 、 本実験に関 して は 、 トラ ス 機構 と して の 負担剪断力が軸圧の 大

小 に はあ ま り大 きな影響を受 けず、cot φ＝1と した B 法 に よ る （3）式 に適合 して い る の で

こ の 値を採用す るこ ととす る 。 そ して 、 ア ーチ機構 に よ る負担剪断耐力 （4）式が 軸圧の 影

響を受 け る も の と し、軸圧 に よ る剪断耐力の 増分は軸圧係数 η 。に 比例す る もの と仮定す

る 。 こ の こ とは 、
ア ーチ機構 の 圧 縮束 に お け る コ ン ク リ

ー トの 圧縮応 力が 、 軸圧 に よ っ て 、

（1＋ η 。 ）倍に 増加す る こ とを意味す る 。 又 、 実験値 に

対 して は 、 終局強度実験値よ り （3）式 leよる補強強度を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 25
差 し引い た残余の 強度を、 B 法 itよ る ア ーチ 機構の 耐力
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tQsu
に よ っ て 除 し た 値が （1＋ η 。）倍 leな る こ と に 相当 す る 。 （し）

　図一13に は 、 上記 の よ うに （1＋ η 。 ） によ っ て ア ー
チ

機構 に よ る負担剪断耐力を修正 した　B 法 計算値 と本実　
20

験値 とを比 較 した 。 図示の よ うに 、 本実験 の 範囲内で は

こ の 修正 値 に 近似す る傾向を示 して い るが 、 η 。の 適用

限界 に つ い て は 、 東京工 業大学
7 ⊃

に お け る研究成果 を参　15

考 に、こ こ で は η 。
＝ 0．4程度の 値 を限界 と考 えた い 。

　 3．7　設計式 の 既往 の 資料 に 対す る適合性

　 A 法 、 B 法 、 修正 B 法及 び文献 4）に よ る諸計算値の 実

12
　 15 　 愨法 Q。 （・）

25

　 図一13 実験値 と修正値
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験値と の 適合性を検討す る。対象　 30

とした実験資料 は 、 文献 5）〜16）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 度 20

畧論飃 酵
件 を有 す る

 

　a） 断面積 が 400c匿
2
以上 で剪断

破壊を生 じ た 柱 。 b）　普通 コ ン ク

リー トで Fc＝186〜466kg／ cmS 。 　　
3°

の　特殊な剪断補強柱を除 く （降 度 20

伏強度2130〜1630Dkg／ cm2 で高強数 1。

度鉄筋は 25Fcとす る）。 　 d）　主筋

tま3400〜9800kg／cmt ，　Pt；0．69〜

2．70％ o 　e）　　M／QD＝＝0．5〜 3．　Oo

22

％

380

「

0
　

　

　

0

3
　

　

　

2

　

　

度

87

％

7　
9　
3

0．4 　0．8 　1r2 　1・6 　2・0 　2．4

数
　 10o

　 O．4 　0．8 　1．2 　1冒6 　2．O
　 　 　 　 　 実験 値 ノ計算値

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 30 130　 1．077
： 0．233　　　　　　 310

　 　 　 　 　 　 　 ．4S彡： 2L6 ％
　 　 　 　 度 20．118個

　 　 　 　 数
　 　 　 　 　 10

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 実 験値
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 O．4 　0．8　1．2 　1．6 　2．O　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 O¶4 　 0．8 　 1．2 　1r6 　2．0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計算値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 一14　諸計算式 の 適合性

　図一i4に は、諸計算値に対す る実験 値 の 度数分布を示 した が 、
　 c ）図 の よ うIC、 軸圧力

の 修正を行 っ た B 法の 結果が 4 種の うち で は最 も良い 適合性を示 した 。

4 ．お わ り に

　以上 の よ う に 、 らせ ん鉄筋柱に 関す る剪断実験 の 結果 、 a ） 剪断補強筋 の効 果は 、　 B 法

に よ る ト ラ ス 機構 と して の 剪断耐力 （3）式 で 評価 出来 る こ と、b）　剪断耐力実験 値 は 、
　 A

法 の 計算値 よ り も B 法 の 計算値 に近似す るが 、 ア ーチ 機構 に よ る負担剪断耐力 （4）式 に軸

圧 の 項 （1＋ η 。）を乗 じて B 法を適用す る こ と に よ り、更 に 実験値 に 近似出来る こ と 、 な

どを知 っ た が、 η 。 の 適用限界 に っ い て は、更に 検討を要 しよ う 。

　本研究は 、 昭和 62年度 文部省科学研究費補助金 に よ り行 っ た もの で 、 卒論生 と して 実験

に協力 された　田 中聡 、 吉田稔両君 を始め 、 研究室員の 方々 に謝意 を表 します 。
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